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道 徳 教 育 

１ 研究テーマ 

(1) 研究テーマ

自己肯定感を高めるための授業実践

(2) 研究のねらい

教科の授業において、特定の教科や単元に縛られることなく、心理的安全性を確保した授業のデザイン

を検討し、生徒の自己肯定感が高められるかを検証することにより、自己肯定感を高めるための授業のあ

り方を明らかにする。 

検証の方法として、二つの学校において、特定の教科の１単元を通して心理的安全性の確保を意識した

授業を行い、自己肯定感に関するアンケートを実践の前と後で２回とり、アンケートの結果を比較分析し

た。 

(3) 背景

高等学校における道徳教育は、小・中学校と異なり道徳科が設けられていないことからも、学校の教育

活動全体を通じて行うことが求められている。しかしながら、授業内で実際にどういった取組が可能なの

かについては、手探りの教員が多いのではないだろうか。その手がかりとして、『高等学校における道徳

教育の充実に向けて』（独立行政法人教職員支援機構）においては、「チョイ足しによる道徳教育の推進」

といった提言がなされ、日頃の教育活動の中に道徳的な側面を付加することが期待されている。 

『高等学校学習指導要領(平成30年告示)解説総則編』には、「道徳教育は，教育基本法及び学校教育法

に定められた教育の根本精神に基づき，生徒が自己探求と自己実現に努め国家・社会の一員としての自覚

に基づき行為しうる発達の段階にあることを考慮し，人間としての在り方生き方を考え，主体的な判断の

下に行動し，自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養うことを目標と

する」(文部科学省 2018)と示されている。特に、「主体的な判断の下に行動する」ことと「自立した人

間として他者と共によりよく生きる」ことについては、旧学習指導要領（平成21年告示）に比べ、複雑で

予測困難な時代の到来に合わせた目標となっている。 

では、主体的な判断や自立のためにはどのようなことが必要だろうか。VUCAと呼ばれる不確実性の高い

時代において、活躍し続ける人材の育成のために経済産業省は「人生100年時代の社会人基礎力」（2018）

を掲げた。その中では、中等教育段階において、自分のよさや可能性を認識することの重要性が訴えられ

ている。これは、多くの若者が自分の可能性に蓋をしてしまう現状の裏返しと捉えることができる。こど

も家庭庁の「我が国と諸外国のこどもと若者の意識に関する調査」（2023）でも、「自分自身に満足して

いる」という質問に「そう思わない」と回答した若者の割合が17.2％と、諸外国と比較しても高い値とな

っている。こうした自分のよさを認識できていない状況や自分自身に満足できていない状況は、自己肯定

感の低さからくるものであると考える。そして、自身を肯定的に捉えられていなければ、真に主体的な判

断をすることは難しいのでないだろうか。つまり、自己肯定感の低い生徒に注目しないままでは、高等学

校における道徳教育の目標は実現しえないと考えたわけである。そこで、我々は、「主体的な判断の下に

行動する」といった道徳の目標達成の方策の一つとして、生徒の自己肯定感を高めることに焦点を当てた。 

自己肯定感を高める方法として文部科学省は、他者との協働のなかで、自分の役割を果たすとともに、

子供たちが目標を実現した際に、周りの大人が認めるという一連の取組が継続的に行われることが重要で

あるという示唆を有識者から得ている（出典：資料3-2 自己肯定感を高め、自らの手で未来を切り拓く

子どもを育む教育の実現に向けた、学校、家庭、地域の教育力の向上｜文部科学省）。また、こども家庭

庁の「我が国と諸外国のこどもと若者の意識に関する調査」（2023年度）の自己認識に関わる調査では、

「自分の考えをはっきりと相手に伝えることができる」や「うまくいくかわからないことにも意欲的に取

り組む」といった質問項目も諸外国と比べて低い数値となっている。そこで、自己肯定感を高める工夫と

して、授業内の心理的安全性の確保に着目した。心理的安全性が確保された状態であれば、自分の考えを

他者と共有することや、新たなことに意欲的に取り組むことが促進されることは、Googleの４年間にわた

る実証実験「プロジェクト・アリストテレス」でも示されている（出典：re:Work - The five keys to a 
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successful Google team）。 

今回の授業実践は、「心理的安全性を確保した授業を一定期間実践することで、生徒の自己肯定感を高

められる」という仮説のもと実施した。心理的安全性の確保のための具体的な手法として、❶「聴き手に

フォーカスしたルールの徹底」と❷「教員による肯定的な声掛け」の二つを同時に実践し、これらの手法

の効果及び汎用性を検証するために、前述の❶と❷ を意識した授業を二つの学校の異なる教科で、１単元

を通して行った。実施した２校において、実践の前後（単元を始める前と単元が終わった後）でアンケー

トを取り、自己肯定感の変化を分析することで、本実践が自己肯定感の向上に寄与するかを調査した。 

なお、自己肯定感の評価に関しては、ローゼンバーグ自尊感情尺度の10項目に、ほめ写プロジェクトの

自己肯定感チェックシートの３項目を加えた13項目からなるアンケートを用いた。ローゼンバーグ自尊感

情尺度は、国内外で広く用いられているもので、本研究の客観性を担保できると考える。また、ほめ写プ

ロジェクトの３項目については、教科の授業で想定される場面に対応した質問項目を抜粋し、授業での取

り組みが生徒にどのような影響を与えるかを見とることのできる内容であると判断した。 

 

２ 指導事例 

 

以下に二つの授業実践を紹介するが、本研究の趣旨に照らし合わせ、各学校での心理的安全性の確保の

ための取組と本時の学習指導案を掲載する。また、二つの実践例に共通する事項を(1)に示す。 

(1) 心理的安全性を確保した授業づくりのための方針 

❶聴き手にフォーカスしたルールの徹底 

１．聴き手にフォーカスしたルールを設定する。 

２．対話学習に入る前にルールを確認する。 

３．ルールは視覚化して掲示する。 

❷教員による肯定的な声掛け 

他者の意見を受容する聞き方が見とれたらクラス全体に共有する。 

 (2) 授業実践例１ 寒川高等学校 

①寒川高等学校における心理的安全性を確保するための「グループ活動におけるルール」 

１．自信を持って発表発言をする（そのための事前準備） 

２．何を言っても良いが、問いかけるような会話をする 

３．聴き手は傾聴する（笑顔で頷き、相手を見る） 

４．どんな意見に対しても聴き手の人が+（プラス）のリアクションをとる。 

  ②教科・科目名：地理歴史科・「歴史総合」 

  ③単元：近代国家への歩みと大日本帝国憲法 

  ④単元の指導と評価の計画（８時間目/11時間） 

 

時間 学習活動及び指導上の留意点 評価規準（評価方法） 道徳的観点と留意する事項 

10

分 

号令 

ペアワーク・グループワークの活動について確認

する。 

○導入 

・写真から五日市憲法草案が発見された時の事を

想像する。 

【前時間の復習】 前時間について、復習する。

[ペアワーク] 

① 五日市憲法草案について 

② 五日市憲法草案の基礎情報について 

【本時の目標】を提示 五日市憲法草案を読み取

り、明治時代の国民にとって 

最良な憲法とは何だったのかを考察する。 
 

【心理的安全性】 

〇自信を持って発表・発言がで

きるような声掛けと事前準備 

〇傾聴（笑顔、頷き） 

〇プラスのリアクション 

・肯定的、共感性、前向き、質

問 

【留意する事項】 

〇他者の意見を受容する聞き方

（行動・言動）を見とれたら、

クラス全体に共有する。 
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30分 

○展開①［グループワーク①］ 

・【問】を提示 五日市憲法草案はどうやって作

成されたのか？ 

・ワークシートに自分の意見を記入する。 

・ワークシートに意見を記入後、FigJamに入力す

る。 

・Figjamに記入した意見で、自分と同じ意見や自

分にない視点の意見にスタンプを押す。（時間に

余裕がある生徒） 

・FigJamに入力された意見をグループで共有す

る。 

・グループで意見を共有後、グループの意見を決

定し、発表する。 

・解説について確認する。 

・教師の補足説明について確認する。 

〇単元での課題プリント 

【思考判断表現】 

五日市憲法草案について、大日本帝

国憲法制定の過程や現在の日本国憲

法との関わりに着目し、問いに対

し、多面的・多角的に考察し、表現

している。 

●FigJam 

【思考判断・表現】 

五日市憲法草案の内容について、自

分自身の考えを表現しているかFig 

Jamの記述から評価する。 

【心理的安全性】 

〇自信を持って発表・発言がで

きるような声掛けと事前準備 

〇傾聴（笑顔、頷き） 

〇プラスのリアクション 

・肯定的、共感性、前向き、質

問 

【留意する事項】 

〇他者の意見を受容する聞き方

（行動・言動）を見とれたら、

クラス全体に共有する。 

10

分 

〇本時のまとめ［個人ワーク］ 

【問】を提示 五日市の村民が理想とした憲法

は？ 

・ワークシートに意見を記入後、FigJamに入力

する。 

・Figjamに記入した意見で、自分と同じ意見や

自分にない視点の意見にスタンプを押す。（時間

に余裕がある生徒） 

〇次回の授業に向けて、問いを確認する。  

〇単元での課題プリント 

【思考・判断・表現】 

五日市憲法草案について、大日本帝

国憲法制定の過程や現在の日本国憲

法との関わりに着目し、問いに対

し、多面的・多角的に考察し、表現

している。 

●FigJam 

【思考・判断・表現】 

五日市憲法草案の内容について、自

分自身の考えを表現しているか Fig 

Jamの記述から評価する。 

【心理的安全性】 

〇自信を持って発表・発言がで

きるような声掛けと事前準備 

〇傾聴（笑顔、頷き） 

〇プラスのリアクション 

・肯定的、共感性、前向き、質

問【留意する事項】 

〇他者の意見を受容する聞き方

（行動・言動）を見とれたら、

クラス全体に共有する。 

研究実施校：神奈川県立寒川高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年10月23日(水) 

授業担当者：井上 渉 教諭 

(3) 授業実践例２ 藤沢総合高等学校 

①藤沢総合高等学校における心理的安全性を確保するための 

１．自分の意見に自信を持とう 

２．相手を見てうなずきながら話を聞こう 

３．相手を肯定、尊重し続けよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 授業で提示されたスライド「グループ活動におけるルール」 

 

  ②教科・科目名：国語科・言語文化 

  ③単元：文学作品に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉えて、内容を解釈しよう。 
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  ④本時の評価計画（３時間目/８時間） 

時間 学習活動及び指導上の留意点 評価規準（評価方法） 道徳的観点と留意事項 

5分 

〇前時の振り返りをする 

〇本時の流れを説明する 

・グループ内での役割を確認する(司会、書記、発

表) 

・グループ内で自分の意見を共有し、発表までを

行うことを伝える 

〇グループ活動の留意点を伝える 

①自分の意見に自信を持とう 

②相手を見てうなずきながら話しを聞こう 

③相手を肯定、尊重し続けよう 

【思考・判断・表現】 

作品の内容を解釈することを通し

て、自らの考えを表現している 

（ワークシート） 

【心理的安全性】 

・グループ活動における注意点

を全体で共有し、教室内でお互

いを尊重するような雰囲気づく

りをする 

【留意する事項】 

○他者の意見を受容する聞き方

（行動・言動）を見とれたら、

クラス全体に共有する 

10

分 

〇「～という物語である」をグループ内で共有す

る 

・１分を目安にそれぞれがグループ内で発表、共

有する 

【グループ活動の留意点】 

①自分の意見に自信を持とう 

②相手を見てうなずきながら話を聞こう 

③相手を肯定、尊重し続けよう 

【思考・判断・表現】 

本文の内容を解釈することを通し

て、自らの考えを表現している 

（ワークシート） 

【主体的に学習に取り組む態度】 

自らの考えを、言葉を通して伝え

ようとしている（行動の観察） 

【心理的安全性】 

・自信を持って発言できるよう

な心構えと雰囲気づくりをする 

・相手を肯定、尊重しながら話

を聞く 

【留意する事項】 

○他者の意見を受容する聞き方

（行動・言動）を見とれたら、

クラス全体に共有する 

20

分 

〇グループ内で出た意見をまとめる 

・各グループで「羅生門は～という物語である」

について検討する 

・司会は話合いが活発になるように進行をし、多

くの意見が出るようにする 

・書記は発表に向けて Googleスライドの作成を行

う 

・発表担当は発表に向けて内容を整理する 

・補助資料として Googleの「Gemini」を使用して

情報を得ても良い 

【思考・判断・表現】 

自らの考えを基に他者と作品の内

容について論じたり、討論したり

している 

（行動の観察） 

【思考・判断・表現】 

作品の内容について論じたり、討

論したりしたことを分かりやすく

まとめている（Googleスライド） 

【心理的安全性】 

・自信を持って発言できるよう

な心構えと雰囲気づくりをする 

・相手を肯定、尊重しながら話

を聞く 

【留意する事項】 

○他者の意見を受容する聞き方

（行動・言動）を見とれたら、

クラス全体に共有する 

15

分 

〇グループごとに全体に向けて発表を行う 

・Googleスライドを用いて発表する 

・発表する側、聞く側に対しての留意点を伝える 

①自分の意見に自信を持とう 

②相手を見てうなずきながら話を聞こう 

【主体的に学習に取り組む態度】 

グループでの意見を他者に分かり

やすく伝えようとしている 

（行動の観察） 

【心理的安全性】 

・自信を持って発言できるよう

な心構えと雰囲気づくりをする 

・相手を肯定、尊重しながら話

しを聞く 

【留意する事項】 

○他者の意見を受容する聞き方

（行動・言動）を見とれたら、

クラス全体に共有する 

5分 

〇本時のまとめ 

・作品の内容や価値について自ら考えることの重

要性を伝える 

【主体的に学習に取り組む態度】 

作品の内容を解釈することを通し

て、自らの考えを表現しようとし

ている（ワークシート） 

 

研究実施校：神奈川県立藤沢総合高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年11月１日(金) 

授業担当者：松嶋 洸希 教諭 
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３ アンケートの質問項目 

 

【表１】 

質問項目 
強く 

そう思う 
そう思う 

そう 

思わない 

強くそう 

思わない 

① 自分自身に大体満足している ４ ３ ２ １ 

② 時々、自分はまったくダメだと思うことがある １ ２ ３ ４ 

③ 自分には、けっこう長所があると感じている ４ ３ ２ １ 

④ 自分は、他の大半の人と同じくらいに物事がこなせる ４ ３ ２ １ 

⑤ 自分には、誇れるものが大してないと感じる １ ２ ３ ４ 

⑥ 時々、自分は役に立たないと強く感じることがある １ ２ ３ ４ 

⑦ 自分は少なくとも他の人と同じくらい価値のある人間だと感じる ４ ３ ２ １ 

⑧ 自分のことをもう少し尊敬できたらいいと思う １ ２ ３ ４ 

⑨ よく、自分が落ちこぼれだと思ってしまう １ ２ ３ ４ 

⑩ 自分のことを前向きに考えている ４ ３ ２ １ 

⑪ 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦する     

⑫ 友達の前で、自分の考えや意見を発表することは得意である     

⑬ 自分は、色々といい考えが思いつく     

①～⑩は、ローゼンバーグ自尊感情尺度の質問項目であり、日本版RSESを参考にそれぞれ１～４点の数

値に換算した。なお、点数が高いほど自己肯定感が高いと評価される。また、データの信頼性を高めるた

めに、半分は得点の配置が逆転している。それぞれの項目の平均値と①～⑩の項目の合計点及び回答別の

割合を分析した。⑪～⑬は、ほめ写プロジェクトの自己肯定感チェックシートから抜粋した項目であり、

これらについては回答別の割合のみを分析した。 
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４ アンケート結果 

 

前 後 前後差 前 後 前後差 前 後 前後差

2.58 2.64 +0.06 2.43 2.51 +0.09 2.75 2.78 +0.03

2.16 2.19 +0.03 1.91 2.03 +0.11 2.44 2.38 -0.06

2.49 2.49 0.00 2.34 2.34 0.00 2.66 2.66 0.00

2.49 2.63 +0.13 2.31 2.40 +0.09 2.69 2.88 +0.19

2.36 2.33 -0.03 2.17 2.23 +0.06 2.56 2.44 -0.13

2.24 2.37 +0.13 2.06 2.23 +0.17 2.44 2.53 +0.09

2.69 2.72 +0.03 2.51 2.54 +0.03 2.88 2.91 +0.03

2.15 2.22 +0.07 2.29 2.14 -0.14 2.00 2.31 +0.31

2.58 2.54 -0.04 2.46 2.20 -0.26 2.72 2.91 +0.19

2.75 2.78 +0.03 2.49 2.46 -0.03 3.03 3.13 +0.09

24.49 24.91 +0.42 22.97 23.09 +0.11 26.16 26.91 +0.75

前 後 前 後 前 後

14 13 9 10 5 3

44 44 26 23 18 21

9 10 0 2 9 8

前後差 -8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8

人数 1 0 1 0 3 4 4 10 15 10 9 1 1 4 1 1 2

合計 15

強く
そう思う

そう思う
そう

思わない
強くそう
思わない

強く
そう思う

そう思う
そう

思わない
強くそう
思わない

10.4% 43.3% 40.3% 6.0% 10.4% 46.3% 40.3% ↓3.0%

6.0% 43.3% 44.8% 6.0% ↑9.0% 35.8% 50.7% ↓4.5%

4.5% 46.3% 43.3% 6.0% ↑9.0% 47.8% 40.3% ↓3.0%

9.0% 58.2% 25.4% 7.5% ↑13.4% 49.3% 32.8% ↓4.5%

17.9% 43.3% 34.3% 4.5% 16.4% 46.3% 35.8% ↓1.5%

6.0% 20.9% 56.7% 16.4% ↓1.5% 31.3% 52.2% 14.9%

9.0% 31.3% 46.3% 13.4% ↓6.0% 31.3% 52.2% 10.4%

9.0% 22.4% 52.2% 16.4% ↓7.5% 29.9% 55.2% 7.5%

6.0% 20.9% 55.2% 17.9% 6.0% 28.4% 47.8% 17.9%

11.9% 40.3% 41.8% 6.0% 11.9% 38.8% 40.3% ↑9.0%

強く
そう思う

そう思う
そう

思わない
強くそう
思わない

強く
そう思う

そう思う
そう

思わない
強くそう
思わない

7.5% 41.8% 40.3% 10.4% ↑9.0% ↑47.8% ↓35.8% ↓7.5%

14.9% 34.3% 35.8% 14.9% ↓7.5% ↑37.3% ↑40.3% 14.9%

9.0% 28.4% 53.7% 9.0% ↓4.5% ↑35.8% ↓50.7% 9.0%

道徳アンケート結果まとめ

質問１～10（ローゼンバーグ自尊感情尺度より）

【表２】平均値推移

平均値推移
全体 寒川 藤沢総合

〈67名〉 〈35名〉 〈32名〉

⑧ 自分のことをもう少し尊敬できたらいいと思う

① 自分自身に大体満足している

② 時々、自分はまったくダメだと思うことがある

③ 自分には、けっこう長所があると感じている

④ 自分は、他の大半の人と同じくらいに物事がこなせる

⑤ 自分には、誇れるものが大してないと感じる

⑥ 時々、自分は役に立たないと強く感じることがある

⑦ 自分は少なくとも他の人と同じくらい価値のある人間だと感じる

合計点数 前後差別回答数

⑨ よく、自分が落ちこぼれだと思ってしまう

⑩ 自分のことを前向きに考えている

合計

【表３】合計点数別回答数

合計点数別回答数
全体 寒川 藤沢総合

〈67名〉 〈35名〉 〈32名〉

・20点以下（自己肯定感：低め）

・21～29点（25点前後が日本平均）

・30点以上（自己肯定感：高め）

【表４】合計点数 前後差別回答数

23 29

【表５】回答数割合（ローゼンバーグ）

回答別割合
前 後

⑥ 時々、自分は役に立たないと強く感じることがある

Ｑ１,３,４,７,10 「強くそう思う」が増え↑、「強くそう思わない」が減る↓と◎

① 自分自身に大体満足している

③ 自分には、けっこう長所があると感じている

④ 自分は、他の大半の人と同じくらいに物事がこなせる

⑦ 自分は少なくとも他の人と同じくらい価値のある人間だと感じる

⑩ 自分のことを前向きに考えている

Ｑ２,５,６,８,９ 「強くそう思う」が減り↓、「強くそう思わない」が増える↑と◎

② 時々、自分はまったくダメだと思うことがある

⑤ 自分には、誇れるものが大してないと感じる

⑪ 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦する

⑫ 友達の前で、自分の考えや意見を発表することは得意である

⑬ 自分は、色々といい考えが思いつく

⑧ 自分のことをもう少し尊敬できたらいいと思う

⑨ よく、自分が落ちこぼれだと思ってしまう

質問11～13（ほめ写プロジェクト自己肯定感チェックシートより抜粋）

【表６】回答数割合（ほめ写プロジェクト）

回答別割合

前 後

「強くそう思う」「そう思う」が増え↑、「そう思わない」「強くそう思わない」が減る↓と◎
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５ 考察と課題 

【表２】の平均値推移を見ると、７項目において上昇が見られた。特に、④（自分は、他の大半の人と

同じくらいに物事がこなせる）と⑥（時々、自分は役に立たないと強く感じることがある）は大きく数値

を伸ばしている。心理的安全性の確保により、グループワークや発表に前向きに取り組むことができた成

果だと考えられる。また、合計点数別回答数と合計点数前後差回答数については、若干の上昇が見られた。 

次に、【表５】の回答別割合を見ると、①③④⑦⑩の全ての項目において、「強くそう思わない」の割

合が減少し、②⑤⑥においては、「強くそう思う」が減少した。これらの結果はどれも、特段ネガティブ

（１点）だった回答者が減少したことを意味する。このことから、今回の実践は、自己肯定感が特に低い

生徒に対して有効であることが示されたといえるだろう。また、１単元という短い期間の取組でその変化

が示されたことから、即効性のある手法であったともいえる。 

【表６】について、⑫（友達の前で、自分の考えや意見を発表することは得意である）と⑬（自分は、

色々といい考えが思いつく）については、ネガティブな生徒が増加している一方で、⑪についてはポジテ

ィブな生徒が増加している。これらのことから、発表の場やグループワークの場が設けられ、自分の意見

をしっかりと聴いてもらえる環境が整った状態で、挑戦する機会が増えた結果、自身の課題を自覚するに

至ったと考えられる。こうした過程は、生徒の主体性を育むうえでとても重要であり、道徳の掲げる目標

の達成に貢献しうる変化であると捉えることができる。 

以上がアンケート結果の分析から示されたことだが、実際の授業の雰囲気についても共通して次のよう

な事象が見られた。二つの実践とも生徒の聴き手としてのよい取組を教師が全体に共有することで、聴き

手の意識だけでなく、話し手の声が大きくなるなど、聴き手と話し手の間で好循環が生まれていた点であ

る。これは多くの授業観察者が注目した点であった。 

今回の実践は、「チョイ足しによる道徳教育の推進」を意識し、❶「聴き手にフォーカスしたルールの徹

底」と❷「教師による肯定的な声掛け」という全ての教科・単元で実施可能な手法を取り入れることに成功

した。若者の自己肯定感の低さが学校での教育活動の影響も少なからずあることを鑑みると、改めて教師側

の意識や働きかけ次第で、生徒の自己肯定感ひいては主体性や自立心を育むことにつながることを認識させ

られたように思う。 

最後に、今回の実践では、自己肯定感の低い生徒への効果は見られたが、ある程度自己肯定感の高い生

徒に対しては明確な上昇は見られなかった。そうした生徒たちにとっては、❶「聴き手にフォーカスした

ルールの徹底」で得られる心理的安全性の確保よりも、例えば、ジグソー法の活用により、達成感や責任

感をより高めていくなどの手法が適している可能性もあり、さらに研究を進める必要がある。また、❷

「教員による肯定的な声掛け」も答えが一つでない問いに対する取組であれば実践しやすいが、答えが一

つに決まるような問いの場合、その実践が難しい局面も存在することが課題として挙げられた。教科のね

らいを達成しつつ、道徳的な要素を付加していくことの難しさを再認識させられたように思う。しかしな

がら、特定の取組を一定期間継続し、取り組みの前後でアンケートを実施して、その効果の検証を行うと

いう今回の実践モデルは、今後の様々な研究においても応用可能な方向性を示せたといえるだろう。 
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